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1 . 水 委 員 会 設 立 に 向 け て

※春菊の天ぷらを揚げる同僚

　カボザ村で井戸修理の実施が決定しました。井戸修理のためには、部品代・技術者に支払う技術費
が必要です。さらに、井戸修理後には毎月井戸使用料の徴収をしなくてはなりません。そこで、水料
金徴収や井戸の維持管理を行う「水委員会」をカボザ村で設立する必要があります。
　カボザ村ではこれまで水委員会は設立していなかったとのこと。よって、水委員会の概要を知る人
がほとんどいません。このことから、水委員会に関して記した紙書類を作成し村人に丁寧に説明する
ことにしました。作成する書類は、当然ながら現地語で書く必要がありますが、現代はテクノロジー
を利用できる時代です。そうです。google翻訳です。良くも悪くもテクノロジーを活用することで、
私自身で文章の骨格を作成することはできました。作成した文章をルワンダ人の同僚に確認してもら
い書類の完成です。（google翻訳にキニアルワンダ語が無かった時代のことを考えると、先輩隊員の
苦労には頭が下がる思いです。）

井 戸 修 理 実 施 ！

※実際に作成した資料の1部です。

　書類の内容としては、
・水委員会の目的
・水委員会構成員
・各構成員の役割
・資金管理方法
・井戸修理の流れ

等の事項を書いています。これらの資料
を口頭だけでなく、紙媒体を通して伝え
ることで、組織説明の他に、水委員会の
メンバーや村人自身が、自分達の役割や
仕事内容に関してど忘れしても、資料を
通して確認できる体制を作る目的も含ま
れています。
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2 . 水 委 員 会 が で き ま し た ！

3 . 井 戸 修 理 実 施 ！

作成した資料を元に村会議に参加し、住民に
水委員会の必要性について説明しました。

水委員会の構成員は以下の通り。

１．委員長
２．副委員長
３．会計係
４．集金係

住民の信任を受けメンバーを選出する必要が
あるため、住民の推薦で水委員会を人選して
いただきました。

　水委員会の働きのおかげで、井戸修理に必要な資金の徴収が完了したので、 技術者に依頼し井
戸修理を実施することになりました。指定された時間に現場に行き待機していると、水委員会の
メンバー・技術者が徐々に集まります。メンバー集合後、井戸の故障原因特定時に解体したパー
ツ（井戸を機能させるために必要なパーツ）を回収しようと試みるも保管者が不在でした。電話
で保管者に問い合わせをすると、仕事の都合で数日間帰宅しないとのこと。よって、井戸修理は
延期となりました。
　やはり、予定通りに物事が進まないのがアフリカです。ただ、これらの不測の事態にも冷静に
対処するのも活動の１つなので、次の修理機会の日程を決め解散しました。

※村会議にて水委員会の必要性について説明。

※水委員会のメンバー。
　左から委員長・副委員長・会計係2名・集金係2名

※水委員会のメンバーと撮影。
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※井戸修理中

※修理後は技術者に報酬をしっかりお支払いします。

　日を改めて井戸修理を実施。天気にも恵まれ
トラブルが起こることなく作業できました。

　井戸のパーツは重量が重いパーツがあるので、
安全を考慮し成人4人以上で作業ができると安全
かつ楽に修理ができます。

※水が出て喜んでいる子供達。

　故障原因は既に把握できていたため、修理は
約１時間で終了しました。

　井戸修理終了後は、技術者に対して支払いを確実に行います。
　・修理というサービスには支払いが発生することを水委員会・村人に覚えてもらう
　・修理実施によって資金を得られることを技術者に再度認識してもらう
ことで、
　・今後井戸が故障した際は、修理のために現地住民自身で資金を徴収するように意識改革
　・お金を得る機会を創出するため、技術者が自ら住民に井戸故障報告の提案をするようになる
ことが目的です。

※作った天ぷらと一緒に撮影

「日本料理をひとつ現地の人に紹介しよう。」
とルワンダへ出発する前から考えていました。
食材や文化等を考慮した実現可能性・現地の人
の再現可能性が一番高いのは、[ 天ぷら ]と判断
しました。　
　にんじん・玉ねぎ・ナス・アボカド等、現地
で手に入る野菜で同僚と一緒に天ぷらを料理
し、美味しくいただきました。
　味付けは塩のみですが、「野菜が甘くなって
いておいしい」と好評でした。私自身も久しぶ
りに天ぷらを食し、日本料理の味に感動し、日
本人であることを再認識しました。


